
き し わ だ 議 会 だ よ り ４賛否が分かれた議案

　 各定例会および臨時会で

　賛否が分かれた議案
  公…公…公 明 党公 明 党  //  共…共…日本共産党日本共産党  //  ﾌｫ…ﾌｫ…無所属フォーラム無所属フォーラム  //  に…に…にに じ の 会じ の 会
  未…未…きしわだ未来きしわだ未来  //  次…次…次世代政策会議次世代政策会議  //  維…維…大阪維新の会大阪維新の会  //  無…無…無所属クラブ無所属クラブ
 ○… ○…賛成賛成　　×…×…反対反対  //  ※※特別多数議決事項を除いて、議長は表決しません特別多数議決事項を除いて、議長は表決しません ）（

議員名など
※議員名上段は議席番号

　　　　下段は会派名略称
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議案番号 件　　名 維 維 維 に に 共 ﾌｫ 維 共 に 未 ﾌｫ 未 公 ﾌｫ 公 次 公 公 公 次 公 共 共

議案第 88 号
岸和田市上水道事業及び下水道事業の設置等に関す
る条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○
○
※１

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

主旨主旨
　本市の上水道事業を大阪広域水道企業団の水道事業に統合し、　本市の上水道事業を大阪広域水道企業団の水道事業に統合し、
当該企業団が令和７年４月１日から本市給水区域の水道事業を実当該企業団が令和７年４月１日から本市給水区域の水道事業を実
施するほか、下水道事業に地方公営企業法の規定の一部を適用す施するほか、下水道事業に地方公営企業法の規定の一部を適用す
ることとしたことから、関係する規定の整備を図るもの。ることとしたことから、関係する規定の整備を図るもの。

反対討論反対討論
・市の上水道事業を大阪府広域水道企業団に統合することで、上水道という市民にとってなく
　てはならない重要な公の施設を廃止するものである。上水道がなくなるわけではないが、市
　の手を離れることになり、上水道事業に対する市と、とりわけ議会の関与は大変弱くなり、
　市民の声が届かなくなるであろうため、反対する。

議案第 89 号 岸和田市事務分掌条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ×

議 

長

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

議案第 90 号 岸和田市附属機関条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

議案第 95 号
岸和田市開発行為等の手続等に関する条例等の一部
改正等について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

議案第 97 号 令和６年度岸和田市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

議案第 101 号
・議案第 102 号

人権擁護委員候補者推薦につき意見を求めるについて
(野

の ぐ ち

口　泰
や す ひ ろ

宏氏、小
こ ば や し

林　栄
え い い ち

一氏 )
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

市議案第３号 永野耕平岸和田市長に対する不信任決議 × × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
○
※１

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

主旨主旨
　女性との性的関係を巡る訴訟について全員協議会で市長に説明
を求めるも、「秘匿」を繰り返し、説明責任を果たさなかった。庁
舎前などでは、市長の辞職を求める市民の声が連日あげられ、大
混乱の異常事態である。過去にも混乱を招く市政運営を繰り返し
ており、市長の責任は重大である。即刻、退陣することを求める。

反対討論反対討論
・議会は感情的な議論に流されることなく、市政の安定を守り、市民の利益を最優先に考える
　べきであるため、十分な議論が尽くされていない中での不信任決議案の採択は、市政の停滞
　やさらなる混乱を招く可能性があることから、反対する。
・永野氏を岸和田市役所から追放すべきと考えるが、現時点では永野氏に勝てる市長候補者が
　見当たらず、準備不足であることなどから、反対する。

令和６年第４回定例会

議員名など
※議員名上段は議席番号

　　　　下段は会派名略称
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議案番号 件　　名 未 無 維 維 に に 共 ﾌｫ 共 に 未 ﾌｫ 未 公 ﾌｫ 公 次 公 公 公 次 公 共 共

市議案第２号 永野耕平岸和田市長に対する不信任決議 ○
除
斥
※２

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
※１

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請願第１号 岸和田市立大芝幼稚園の存続について × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議 

長

× ○ × × × × × × × ○ ○ 不採択

議案第７号
工事請負契約の締結について（（仮称）市立春木・大
芝認定こども園新築工事（建築））

○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

議案第 23 号 令和７年度岸和田市国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ 可決

議案第 24 号 令和７年度岸和田市自転車競技事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ 可決

議案第 25 号 令和７年度岸和田市土地取得事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ 可決

議案第 26 号 令和７年度岸和田市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ 可決

議案第 28 号 令和７年度岸和田市財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ 可決

議案第 29 号 令和７年度岸和田市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ 可決

議案第 30 号 令和７年度岸和田市病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × 否決

議案第 32 号 令和７年度岸和田市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × 否決

主旨主旨
　４月に市長選挙が執行されることから、人件費、公債費、施設管
理費などの経常的経費、及び臨時的経費であっても継続的で、中止
や変更が不可能な経費などを中心とした骨格予算として編成した。

反対討論反対討論
・元の予算案から１．８％しか削減されておらず、前市長の意向が強い予算であるため、反対する。
・基本的に当初予算を引き継いでおり、新市長の提案余地が少なすぎるため、反対する。
・新市長の基本政策、選挙公約が反映された予算編成にすることが最重要であるため、反対する。

議案第 33 号 令和７年度岸和田市介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×
議 

長

× × × × × × × × × ○ ○ 可決

議案第 34 号 令和７年度岸和田市一般会計暫定予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

主旨主旨
　骨格予算が否決されたことから、骨格予算から事業開始時期等
が６月１日以降である事業の経費を除いたうえで、令和７年４月、
５月の２ヶ月分の事業費を計上した。

反対討論反対討論
・骨格予算にもあった教育の場のＩＣＴ化促進や大阪・関西万博児童・生徒無料招待に関連し
　た予算などが残っている。また、今年４月に開園する旭・太田こども園の検証をすることなく、
　次の（仮称）春木・大芝認定こども園の建設費が予算に計上されているため、反対する。

※１　特別多数議決…住民の利害に重大な意味を有するものなど、慎重な意思決定が求められるものに対し、原則の過半数議決ではなく、法律に規定された要件での同
　　　　　　　　　　意を必要とする議決であるため、議長も表決します。
※２　除斥……………地方自治法第 117 条の規定により、議会における審議の公正を保つために、自己もしくは父母、 祖父母、配偶者、子、孫もしくは兄弟姉妹の一身
　　　　　　　　　　上に関する事件等、議案等と一定の利害関係を持つ議員は当該議案及び採決に参加することができないとする制度のことです。

　　　　第１回定例会
　　　　第１回臨時会令和７年


